
  



 

  



  

自治会・町内会は、自分たちが暮らす地域を安全で安心な

住みよいまちにするために、地域住民の皆さんによって

自主的に運営されている一番身近な自治組織です。 

 

各自治会では、日ごろから防犯・防災活動やこどもの見守

り、イベントの開催など多岐にわた 

る活動のほか、防犯カメラや防犯灯 

の設置、管理なども行っています。 

 

近年、都市化の進展、生活スタイルや 

価値観の多様化などの影響から、地 

域における人間関係の希薄化が進み、堺市も含めて全国

的に自治会加入率は低下傾向にあります。 

 

そのような状況に歯止めをかけ 

るため、堺市自治連合協議会で 

は自治会加入促進に関する様々 

な取組を行っています。 

 

このたび、今後の取組の一助となるよう、各地域で実践さ

れている特色ある取組や他市の事例をまとめた事例集を

作成しましたので、ぜひご活用ください。 



  

◆若い世代や子育て世代へのアプローチ 

‣ イベント開催時における積極的なアプローチ 

‣ eスポーツや LINEなどの 

ICTを活用した加入促進 

‣ デジタル回覧板の実施 

‣ デジタル技術で活動の見える化 

 

◆地域の活性化 

‣ 地域住民参加のきっかけ作り 

‣ サークルを通じた交流 

‣ 活動ポイントによるインセンティブ 

‣ サロンカフェ開設運営 

 

◆自治会員の負担軽減 

‣ 運営の抜本的な見直し 

‣ イベント実行委員会の結成 

‣ 他団体への業務委託 
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‣ 会議時間の短縮 

‣ Zoomを使った班長会議 

 

◆工夫を凝らした働きかけ 

‣ 民生委員と連携した加入促進 

防災に特化した取組の PR 

‣ 実情に応じた勧誘方法 

‣ ポスティングなどによる継続的な呼びかけ 

 

◆その他 

‣ 準会員制度の導入 

‣ オレンジ作戦（入会マップ） 

‣ 自治会の合併 

‣ 介護・医療を介した交流 

 

◆加入促進に関する市の取組 

 

◆お問い合わせ先 
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若い世代や 
子育て世代への 
アプローチ 
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校区の 
概要・特徴 

団体 

効果・反響 

取組内容 

五箇荘校区は長尾街道をはさんで形成された歴史のある校区で

あり、また、地下鉄沿線を中心に新しく転入してきた住民で構成さ

れている。 

現在は新旧の住民が仲良く協力して地域活動に取り組んでいる。 

五箇荘校区自治連合会（北区） 

・ 我々が実施している地域行事の多くは、 

自治会加入の有無に関わらず、地域 

住民が参加することができる。 

・ 自治連合運動会（2年に 1度開催）は、自治会 

対抗戦から校区内の全住民が参加できるよう 

変更した。 

・ ふれあい喫茶（毎月 1回）、夏・秋まつりは誰 

でも参加できる。 

・ 上記以外にも、校区住民が参加できるイベントを 

実施している。 

・ これらのイベントを自治会員の回覧だけでなく、 

掲示板で周知した。 
 

これらの行事の際には、自治会活動の紹介コーナーを設置し、積極的に加入 

の呼びかけを行っている。また、行事に参加していただいた自治会未加入の 

若い世代や子育て世代へ積極的にアプローチしている。 

 

・ 行事に参加した方々から、ぜひ入会したいという声を多くいただいた。 

加入、未加入を問わず、多くの方に参加いただいたことで、地域の活性化を 

図ることができた。 

・ 自主防災活動に参加することが、自治会活動に興味を持っていただくきっか

けになっている。この流れが広がり、加入促進につながればと考えている。 

※校区自主防災組織との連携 

自主防災組織では、防災訓練に若い世代が参加するよう内容を工夫し、

単位町会に協力を呼びかけた。そこに参加した若い世代へ積極的にアプ

ローチし、30 代、40 代の方に中心メンバーになっていただいている。

その世代の方が参加することにより、防災訓練の参加者も増加した。 

これを機会に他の自治会活動に参加いただくきっかけになっている。 
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校区の 

概要・特徴 

団体 錦綾校区自治連合会（堺区） 

堺区の北に位置し、平安時代には、町名の由来とも言われ

る綾織や錦織の織物師が、中世には鍛治職人が住んでいた

歴史ある地域。最近では新しい住宅やマンションが多く建

設されている。自治会活動、校区福祉活動も活発で、平成

15年度に完成した小学校の芝生広場の維持管理や活用も

校区全体で行っており、この広場を拠点に幼児から高齢者

まで健康づくりに励んでいる。 

・ LINEを活用することで、未加入の若い世代・子育て世帯に 

向けたイベントの情報発信や申込が簡易に行え、また、自治 

会について個別に案内できる連絡ツールとして加入促進に 

つなげている。 

・ ICTを活用した eスポーツ大会では、高校生などの若い世 

代が運営サポートとして参加するだけでなく、今までの自治 

会のイベントには参加したことのない人へのアプローチとな 

っている。 

ICTを活用したアプローチ 

・ 若い世代や未加入者を対象としたイベントは、周知や申込に校区の LINE

を活用することで、イベントの申込を 

きっかけに、自治会情報の発信や 

自治会加入の窓口につなげている。 

・ また、eスポーツ（※）の大会を開催 

するなど ICTを積極的に活用して 

いる。 

取組内容 

効果・反響 
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※eスポーツとは「エレクトロニック・スポーツ」の略で、コンピューターゲーム、

ビデオゲームを使った対戦をスポーツ競技として捉える際の名称とされて

いる。 

・ 錦綾校区では、年間を通じて様々なイベントを企画しており、アイデアや意

見は皆で出し合い、校区代表者が調整役となり地域の人材や団体等と連携

することで企画を実現し、多様なイベントを実施している。 

・ イベントには高校生をはじめとする 

10代の若者も参画しており、eスポ 

ーツやこどもも楽しめるイベントの実 

施にも積極的に取り組んでいる。 

・ また、イベントには自治会未加入者で 

も気軽に参加できるようにしており、 

自治会の取組や活動を伝え、加入促進 

につなげる大切な機会としている。 

取組内容 

イベントを活用したアプローチ 

効果・反響 

・ 未加入者がイベントに気軽に参加することで、自治会の活動に触れるきっ

かけとなり、地域活動の楽しさや大切さを伝える機会となっている。 

・ 高校生をはじめとする若者の参画は、10代の頃から地域活動を体験する

ことで若い世代にもいい経験となり、今後の活動の担い手にもつながるも

のである。 
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岐阜県美濃加茂市・西町東自治会 

・ LINEの「オープンチャット機能（※1）」と「Googleドライブ

（※2）」を組み合わせたデジタル回覧板を導入。 

・ 説明会とチラシ等の配布を実施し、利用者を募った。 

・ 回覧文書等の PDFデータを「Googleドライブ」へ保存後、

「Googleドライブ」のURLを「オープンチャット」で共有。 

・ 「オープンチャット」は利用者を特定できないため、自治会員

のプライバシーを配慮することができる。 

・ 「Googleドライブ」への保存により過去の文書等が見返せ

る。 

・ デジタル回覧板導入後、若い世代を中心に利用が広がった。 

美濃加茂市自治会事例集（令和 6年 7月発行） 

団体 

取組 

内容 

効果 

反響 

引用 

団体 

取組 

内容 

効果 

反響 

引用 

愛知県名古屋市・守山区上志段味学区 

・ 新しく入居した住民に自治会の活動へ 
の理解や関心を高めてもらうため自治 
会のホームページを作成。 

・ WEB回覧板、ゴミ収集カレンダー、防 
災・防犯情報、イベント告知などを掲載。 

・ LINE公式アカウントも開設。 
・ サイト運営には、WEB制作やグラフィックデザインに関心の
ある人材をボランティアで募集し、スキルアップを兼ねて取
り組んでいただいている。 

・ LINE公式アカウントの登録者数は 2,400名超。 

・ 自治会活動の見える化により、若い世代が参加しやすくなっ

た。 

・ 住民の声が届きやすく、住民ニーズの把握や早期 

対応、新しい人材の発掘にもつながっている。 

名古屋市公式 note「ミンナノまちづくり」 

5 

※1 任意のユーザーが集まってトークや情報交換ができる LINEアプリ内のサービス 

※2 Google社が提供するクラウドストレージサービス（オンライン上でファイルを 

保存したり共有したりすることができる保存箱のようなサービス） 



 

  

地域の活性化 
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校区の 

概要・特徴 

団体 

効果・反響 

昭和初期に開発された「大美野地区」や「中茶屋・関茶屋地

区」等において、新興住宅地が増えてきている。 

・ 校区内において、多くの各種活動グループが結成され、日ごろから様々な

活動を行っていただくことで、地域住民参加のきっかけ作りを推進してい

る。 

・ 地域会館をグループ活動の場として積極的に提供し、講演会、終活事業、菜

の花クラブなど、多岐に渡り自治会の方々が活発に活動している。 

・ グループ活動の様子を、校区広報紙「とにしネット」（次ページ参照）にて 

紹介。校区HPにも掲載することで、校区内の自治会 

未加入者への PRにもなっている。 

・ 活動の実態(年度末までに当年度の活動報告書、会計 

報告書、及び次年度の計画書を提出)により校区連合 

自治会が助成金を支出している。 

・ 令和 7年度からは「自治会加入促進」担当など、ある役割に特化した事務

局員などをいくつか設置予定で、より柔軟な体制により、門戸を広く開い

ていく。 

登美丘西校区連合自治会（東区） 

・ グループの輪が広がっていくことで、自治会の 

活動内容を知っていただく場面も増え、結果、 

自治会加入促進につながっている。また、活動 

を重ねる中で、参加者個人の得意としている分 

野等を把握することで、校区連合自治会の役員 

として適材適所を担っていただいている。 

・ 連合自治会における様々な活動への協力依頼について、即時参加いただ

ける環境ができているとともに、新たな企画も増加傾向にある。 

取組内容 
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【参考】とにしネット第 31号（令和 5年 3月発行） 
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校区の 

概要・特徴 

団体 

取組内容 

西区の北東に位置し、北に世界文化遺産、履中天皇陵古墳を

望む閑静な住宅街で、最寄駅は JR阪和線上野芝駅。 

近年、戸建て住宅の建て替えも進み、マンションも多数建設

されている。商業施設も徐々に増えており、便利で明るい住

みやすい街。 

上野芝校区自治連合会（西区） 

・ 子育て世帯に向けた子育てひろばや高齢者対象のいきいきサロン・茶話

会等、世代間で交流できるふれあい喫茶などの交流の場を定期的に町会

館で開催している。 

・ また、太極拳やカラオケ、囲碁・将棋 

といった 15種類を超えるサークル 

が町会館を拠点に活動しており、 

会員同士の交流が図られている。 

・ 多種多様な活動が町会館を拠点に 

実施され、すべての世代が活動を 

通じて交流することで地域の活性 

化につながっている。 

・ それらの活発な活動が、自治会に 

加入する動機となっており、未加 

入者の近隣自治会員が多種多様な 

自治会活動をメリットにあげ、自発的に加入の声掛けをする好循環が 

生まれている。 

効果・反響 
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団体 

取組 

内容 

効果 

反響 

引用 

愛知県春日井市・関田区 

・ 地域の清掃活動に参加、もしくは町内会 

会員を新規勧誘した会員にポイントを付与し、一定のポイントが

たまった会員には翌年の総会で行われる抽選会に参加できる

抽選権を与える仕組みを導入。 

・ 仕組みを導入する前の参加者はほとんどが役員だったが、導入

後はこども連れで参加される方も含め、毎回一般会員の参加者

が 10名ほど増加した。 

・ 交流の幅を広げることができ、清掃活動の負担が減ったという

声もあった。 

春日井市町内会活動Q&A・活動事例集（令和 6年 5月発行） 

団体 

取組 

内容 

効果 

反響 

引用 

石川県金沢市・光が丘 2丁目町会 

・ 町内会店舗の一部を借りて「ひかりカフェ」をオープン。 

・ 10名のボランティア町会員が交代で常駐し、町会員が制作し

た作品を展示し、2週間ごとに入れ替え。 

・ 多くの人が訪れるよう、抹茶提供や野菜朝市などのイベント、

またこどもを呼び込むためハロウィンやクリスマスのイベント

を実施。 

・ カフェ PRのため毎月「カフェ通信」を隣接町会も含め回覧。 

・ 展示作品を介して、来店者間で交流が深まるとともにこども

たちの参加により町会が活性化した。 

・ 高齢者が出かけるきっかけとなり、展示物制作者やボランティ

アスタッフの活動の場となった。 

・ カフェ運営に隣接町会の参加協力が得られ、町会の枠を超え

て絆が深まった。 

金沢市町会活性化事例集（平成 31年 2月発行） 
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自治会員の負担軽減 
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校区の 
概要・特徴 

団体 

校区全体はゆるやかな丘陵地形の谷間に位置し、3つの川が地域

を流れ、田園風景やみどり豊かな自然と住宅が共存する地域。 

自治連合会は、旧村と一部の新興住宅地で構成されている。 

西陶器校区自治連合会（中区） 

取組内容 

うぐいす谷自治会（新興住宅地）では、退会および加入低迷の原因を整理し、活動内容 

の抜本的な見直しを行った。 
 

自治会退会および加入低迷の主な原因 

・ 役員業務の負担感 

・ 高齢化等に伴う 

行事参加への負担増 

 

主な見直し内容 

≪組織に関すること≫ 

・ 役員体制の見直し 

（7名→会長、副会長、事務局、会

計 4名） 

・ 下部組織の廃止、業務の集約など 

・ 会議参加者を削減 

（40名→各団体代表者 10名） 

≪業務等に関すること≫ 

・班長業務の軽減 

（会議への参加免除、会費集金回数の減など） 

≪賛助会員制度の導入※≫ 

・親睦行事、秋祭り、防災・防犯活動などに

参画できる 

（会費は一般会員と同額） 

・ 少人数の会議にしたことで、各団体の代表者が活発に意見を述べ、議論がより深ま

り、会議時間も短縮された。 

・ 会議への参加が免除された班長も、回覧板を渡す際など、適宜、役員等と情報共有

を行い、常に連携を保っている。 

・ 全体的な負担が軽減された結果、役員就任を理由とする退会者の減少が見られた。 

・ 賛助会員制度を導入し、柔軟に自治会活動に参加できる仕組を構築した結果、会員

数が増加した。 

効果・反響 

※地元企業や地域外の方々が自治会活動の趣旨に賛同 

し、その取組を支援することを目的とした登録制度 
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校区の 

概要・特徴 

団体 白鷺校区連合自治会（東区） 

東区の北よりに位置し、白鷺公園、初芝体育館等公共施

設が設置されている。中学校区は中区（東百舌鳥中）と

北区（中百舌鳥中）にまたがる。UR白鷺団地の集約に

より創出された土地に、新たに共同住宅や戸建て住宅

の建設、入居が進んでいる。 

のじり deマルシェ（東区野尻町） 

・ 地域の賑わい創出を目的とし、様々なキッチンカーや、演奏、夏休みの工作や思

い出づくりにもなるワークショップなど、こどもから高齢者まで幅広い世代にわ

たる交流の場となっている。 

・ メイン会場の野尻会館のほか、自治会長宅や地域に根差した企業等が敷地を提

供し、地域が一体的に参加する全 4会場となる。 

・ 実行委員会が結成され、マルシェ運営における 

地元自治会との協力関係を築いている。 

・ 各出展者の出展場所等、全体の構成に 

ついては実行委員で決定している。 

・ マルシェにて自治会主催の秋祭りの 

ほか、各種地域活動を知っていただ 

くための「自治会活動紹介コーナー」 

の出展を検討中。 

取組内容 

・ 自治会の祭りが縮小傾向にある中、新たな担い手が、こども達を中心とし

た地域住民のために新たな祭りの形を提供することで、地域活性化の機運

醸成とともに自治会役員の負担軽減につながっている。 

・ また、開催毎で出展者を募集し、新規参入の受け入れもあるため、持続的な

発展が望める取組である。 

効果・反響 
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・ ごみステーションの清掃について自治会での当番制を廃止し、 

市のシルバー人材センターへ委託する取組を開始。 

・ 委託費 1万 4千円/月で、週に 2回、センターの方が自治会内 6箇所

のごみステーションを清掃。 

取組 
内容 

団体 兵庫県加古川市・石守団地自治会 

・ 高齢化が進行する自治会員にとっての負担軽減につながった。 

・ 区割りによる当番の頻度に不公平感を抱く会員がいるという課題が解

決した。 

・ 委託料は古紙の集団回収で得た売却益や市からの奨励金で賄っている。 

効果 
反響 

取組 
内容 

団体 

効果 
反響 

取組 
内容 

団体 

効果 
反響 

宮城県富谷市・日吉台二丁目町内会 

・ 会議事項を整理し、会議時間を 30分以内と決めた。 

・ 幹部役員（会長・副会長・区長・部長）が会議の１時間前に集合し、方

向性について共通認識のもと意思統一を図る。 

・ 事前に幹部役員で検討事項を精査し、共通認識を持つことで会議

が 20～25分で終了するようになった。 

・ 議事進行がスムーズになり、班長の出席率が 50％から 90％にア

ップした。 

富谷市町内会活動事例集～わくわく つながる わたしたちのま

ちづくり～（令和 6年 3月発行） 引用 

福島県郡山市・桜木二丁目町内会 

・ 定例的に実施する「班長会議」を、Zoomを活用して実施。 

・ 無料アカウントを使用したため、会議が可能な時間は 40分。 

・ オンライン会議実施にあたっては、インストール方法を案内する 

チラシの配布や事前の接続テストを実施。 

・ Zoom会議の使用制限が 40分と決められているため、内容を

簡潔にするなど会議時間の短縮にもつながった。 

・ 普段は仕事等で集会所に集まることができないような、比較的若

い方が参加しやすくなり、新たな意見をもらうことができた。 

郡山市町内会における ICT活用事例集（令和 4年 3月発行） 引用 

引用 石守団地自治会から聞き取り 
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工夫を凝らした 
働きかけ 
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 R1 R2 R3 R4 R5 

加入世帯数（世帯） 1,537 1,520 1,756 2,622 2,822 

加入自治会数（団体） 15 15 16 20 22 

加入率（%） 29.9 29.7 34.4 52.0 56.0 

校区の 
概要・特徴 

団体 

取組内容 

効果・反響 
校区の防災に対する取組に賛同された団体が自治連合会へ加入 

・ 民生委員 1人で区域全体をフォローすることが難しいため、自治連合会と民生委

員が連携を図ることで、双方にとってメリットがあった。 

・ 近年多発する災害に伴う住民の防災意識の向上と、校区の防災に関する取組の熱

量が重なった結果、多くの団体の自治会加入につながった。 

美木多校区自治連合会（南区） 

・ 泉北ニュータウンに隣接し、自然環境が豊かな山間部と古く

からの住宅地、開発に伴う新興住宅の 3つのエリアが混在。 

・ 和田川に沿った南北に約 6kmの細長く広域な校区であり、

旧住宅地では土砂災害警戒区域が点在していることから、4

ブロックに分けた防災体制を構築。 

・ 自治会の加入未加入の区域に関わらず、地域の福祉を担うボランティアとして、市で

は民生委員が担当区域ごとに配置されている。 

・ 自治連合会が住民と関わりの深い民生委員と連携し、これまでつながりが希薄だっ

た自治連合会未加入のマンション管理組合や新興住宅の単位自治会の代表者と接点

を持てるよう橋渡しを依頼した。 

・ 自治連合会長がそれらの管理組合や自治会の代表者 

等のもとに出向き、校区で重点的に取り組んでいる 

防災の取組（防災訓練や無線機を利用した連絡体制 

の構築、防災士の配置、地区防災計画の策定等）に 

ついて紹介して、取組への参画を提案した。 

・ まずは団体の代表者と防災担当者の 2名に絞って自 

治連合会への人員を選出してもらうことで、加入のハ 

ードルを軽減し、自治連合会への加入を促進させた。 

民生委員の役割 
美木多校区自治連合会から普段接点のない自治連合

会未加入団体へのアプローチが困難であったことか

ら、担当区域の住民とつながりが深い民生委員が、担

当区域の自治連合会未加入団体の関係者へ働きかけ

を行い、自治連合会への橋渡しを行う。 

自治連合会の役割 
民生委員が担当する区域が美木多

校区自治連合会へ加入することで、

情報共有や見守り活動、緊急時の連

絡体制の整備を行い、民生委員の負

担を軽減する。 
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団体 

取組内容 

効果 
反響 

古くからの住民と新しく転入した住民の混在する地域。 

まつりなどのイベントがあるが、自治会に新たに入会する

手立てや退会を防ぐ方法を考える必要がある。 

金岡校区自治連合会（北区） 

・ 従来は転入者等の自治会未加入者に対して、班長が直接訪問し入会を勧めて

いましたが、共働き世帯等、留守がちな家が多く効果が不十分だった。 

・ そこで、単位自治会が未加入世帯向けに案内文を作成し、自治会内の最小単

位である組（班）の組長（班長）の協力のもと、統一した方法をとらず、組の実

情に応じた方法で入会を勧める取組を行った。 

・ 直接声をかけるだけでなく、留守がちな家にはポスティングを行い、問い合

わせのあった家には直接説明するなど、できる限り組長の負担にならないよ

うな工夫をした。 

・ 転入してきた世帯などから、ぜひ入会したいという声を多く
いただいた。 

・ 直接お話できた半数近くの世帯で入会いただいた。 

校区の 

概要・特徴 
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校区の 

概要・特徴 

団体 

取組内容 

効果 

反響 

・ 掲示板等で自治会が実施する取組の内容を知った住民が、自治会

の必要性を再確認されたことで、自治会加入の申し出につながっ

た。 

・ 阿弥自治会では、町会清掃、防犯カメラ、防犯灯の設置・維持管理、こども見

守り活動、いざという時に備えた防災訓練、夏休みこども学習会の開催など

様々な活動をしている。 

・ このような活動を知ってもらうため、未加入世帯 

へは毎年 1回自治会の取組を紹介するお知らせ 

のポスティングを続けている。 

・ また、令和 6年の秋まつりでは会場の受付で、加入 

を呼びかける手紙の配布、ポスターの掲示を行った。 

・ そのほか、10年前から自治会だよりを毎月発行し、 

加入世帯に回覧するとともに、4年前からは掲示板にも掲示することとし、 

自治会活動のお知らせや報告を続けている。 

・ 自治会だよりは、広く地域住民に自治会活動のお知らせ、報告する内容と 

しており、自治会加入の必要性を認識する機会となり、自治会脱会の防止 

にも寄与している。 

黒山校区自治連合会（美原区） 

           地域データ（阿弥自治会）   令和 6年 4月 1日現在 

 

 

 

 

・ 阿弥自治会は南海高野線北野田駅から徒歩圏内の地域に位置し、人口、世帯数と

も微増傾向で、0～14歳人口は横ばい、高齢化率は低下傾向となっている。ただ

し、自治会加入率は令和 4年度（70.7％）から 3％低下している。 

・ 自治会加入の働きかけとして、新規開発地域への転入者には都度アプローチし、

防犯灯、防犯カメラなど地域防犯にかかる自治会の役割などを説明する取組を

行っている。しかし、転入者以外の未加入者へのアプローチをどのように行うべ

きかが課題となっている。 

人口 世帯数 高齢化率 自治会加入世帯数 自治会加入率

2,920人 1,302世帯 28.20% 882世帯 67.70%
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その他 
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・ 自治会活動の裾野を少しでも広げるため、会員それぞれの事情に合わせて、

正会員、準会員、企業会員の 3つの会員制度を設けている。 

・ 基本的には正会員での 

加入を推奨しているが、 

会費が高い反面、役員等 

が免除される準会員や、 

事業所単位で加入できる 

企業会員を設けることで、 

会員個々の事情に合わせて 

自治会に加入しやすい制度 

を整えている。 

取組内容 

効果・反響 

団体 上野芝校区自治連合会（西区） 

・ 役員等を免除してほしいと考える方等にも、準会員として自治会に加入し

てもらえることで、加入率の向上につながっている。 

・ また、企業会員の制度も設けることで、自治会として歳入の確保につなが

っており、会員同士が交流できる要因のひとつとなっている。 

準会員 

役割減 

会費増 

正会員 

役割増 

会費減 

企業会員 

会費納入 
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取組 
内容 

団体 

効果 
反響 

引用 

福岡県北九州市・楠北自治区会 

・ 町内会の地図上で、町内会加入宅を 

オレンジ色、未加入宅を青色、空き家を 

薄緑色、空き地を灰色に塗りつぶし、一目で 

加入状況を把握できるようにし、定期的な戸別訪問を実施。 

・ 加入、未加入や空き家などをビジュアル化することで、自治区内で

情報共有ができ、関係者の意識改革を図ると同時に加入増減の理

由が把握しやすくなった。 

・ 転入転出がリアルタイムで確認でき、取組を始めてから 3年間 

は会員の直線的な減少が解消され、加入率を維持。 

北九州市自治会加入促進・脱退防止活動事例集（令和 4年 10月発行） 

取組内容 

団体 

効果 
反響 

引用 

福岡県北九州市・大蔵第三自治区会 

世帯数の少ない 2町会（自治会）から合併の要望を受けて、自治区会

長が調整役となり、合併を実施。会費は安い方に合わせた。 

・ 会費の調整等も配慮を行いながら進めたため、合併はスムーズに行う

ことができた。 

・ 自治会長の交代も順調に進み自治会も以前より活性化した。 

北九州市自治会加入促進・脱退防止活動事例集（令和 4年 10月発行） 

取組 
内容 

団体 

効果 
反響 

引用 

福島県いわき市・勿来町関田自治会 

・ 地区内の介護福祉施設からの提案で、自治会が施設の利用者と一緒に

体操やお茶飲みを楽しむほか、災害時や防災訓練においても連携を図

っている。 

・ 福島県立医大生が研修の一環で自治会主催のサロンに訪れたことをき

っかけに、交流イベントを実施。毎年サロンで住民のメディカルチェック

が行われている。 

・ 介護福祉施設は、自治会員に施設の雰囲気を知ってもらうきっかけづ

くりができ、自治会は、災害時に施設が避難を手伝ってくれるなど、相

互にとってメリットがある。 

・ 医大生と住民間で良好な関係が築かれ、さらに発展した健康診断イベ

ントが企画されるなど連携が深まっている。 

いわき市はつらつ自治会・町内会活動事例集（平成 31年 3月発行） 
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市でも、以下のような自治会加入促進に関する様々な取組を実

施しています。 

堺市のホームページでは加入促進に役立つ

情報を掲載しています。 

市から自治会への

依頼内容の精査 
 
委員推薦など、市から

自治会へ協力を依頼す

る場合は、内容の精査

を徹底しています。 

開発事業者を通じた

住宅購入者への働き

かけの強化 
 
開発指導基準に基づき、

開発事業者へ自治会加入

促進への協力を呼び掛け

ています。 

 

自治会加入申請の

オンライン対応 
 
堺市電子申請システム

を活用し、いつでもど

こでもスマホから加入

申請ができます。 

 

自治会の ICT活用

を区役所がサポート 
 
LINE利用マニュアル等

を活用したサポートや、

大学と連携した自治会向

けスマホ講座などを実施

しています。 

 

SNSやデジタルサイ

ネージで情報発信 
 
各区の区長 X等の SNS

や、区役所庁舎内のデジ

タルサイネージで自治会

活動に関する情報発信を

行っています。 

 

自治会活動保険加入

に係る補助制度 
 
自治会活動中の不測の

事故による賠償責任や

傷害保険を補償する保

険の費用を市が負担し

ています。 

 

自治会設置防犯灯の

LED化を促進 
 
防犯灯の管理を行う自治

会の負担を軽減するた

め、蛍光灯型から LEDへ

の移行にかかる費用を補

助しています。 

未加入者に対する 

積極的なアプローチ 
 
地域が主催するイベント

に職員が出向き、加入促

進ブースの設置や啓発チ

ラシの配布等を行ってい

ます。 堺市 ハニワ部長 

22 



◆堺市自治連合協議会事務局（市民協働課内） 

堺市堺区南瓦町 3-1 

TEL:072-228-7405  FAX:072-228-0371 

 

◆堺区自治連合協議会事務局（堺区役所自治推進課内） 

堺市堺区南瓦町 3-1 

TEL:072-228-7082  FAX:072-228-7844 

 

◆中区自治連合協議会事務局（中区役所自治推進課内） 

堺市中区深井沢町 2470-7 

TEL:072-270-8154     FAX:072-270-8101 

 

◆東区自治連合協議会事務局（東区役所自治推進課内） 

堺市東区日置荘原寺町 195-1 

TEL:072-287-8122     FAX:072-287-8113 

 

◆西区自治連合協議会事務局（西区役所自治推進課内） 

堺市西区鳳東町 6丁 600 

TEL:072-275-1902     FAX:072-275-1915 

 

◆南区自治連合協議会事務局（南区役所自治推進課内） 

堺市南区桃山台 1丁 1-1 

TEL:072-290-1803     FAX:072-290-1814 

 

◆北区自治連合協議会事務局（北区役所自治推進課内） 

堺市北区新金岡町 5丁 1-4 

TEL:072-258-6779     FAX:072-258-6874 

 

◆美原区自治連合協議会事務局（美原区役所自治推進課内） 

堺市美原区黒山 167-1 

TEL:072-363-9312     FAX:072-361-1817 
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